
一般演題（ポスター）
10月20日（土）　14 ： 10～ 15 ： 10（演題番号 奇数）
10月21日（日）　10 ： 10～ 11 ： 10（演題番号 偶数）

プログラム
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一般演題（ポスター）

ポスター会場　5F　52 ＋ 53 ＋ 54
10月20日（土）　14:10～15:10（演題番号 奇数）
10月21日（日）　10:10～11:10（演題番号 偶数）

P-001	 血液透析患者に対しトラスツズマブ　エムタンシンが
	 投与された１例………………………………………………………………… S130

関口　展貴（長野厚生連　佐久総合病院　佐久医療センター　薬剤部）

P-002	 腎機能評価の違いによるカルボプラチン投与量の違いと
	 血液毒性に及ぼす影響………………………………………………………  S130

武笠　将也（永寿総合病院　診療支援部　薬剤科）

P-003	 GC療法中に著しい低ナトリウム血症を来し
	 塩類喪失性腎症が疑われた膀胱癌症例……………………………………  S130

遠藤　将平（東京腎・泌尿器センター大和病院　薬剤部）

P-004	 高齢者の腎機能の評価と腎機能から見た入院時持参薬の確認…………  S130
白木　幸子（高砂市民病院）

P-005	 当院入院患者の持参薬を含めた腎排泄型薬剤の投与量評価……………  S131
小牧　誉典（社会医療法人天陽会　中央病院　薬剤部）

P-006	 経口薬レグパラ®から静注製剤パーサビブ®へ
	 切り替えるメリットはあるのか？…………………………………………  S131

淺川　大樹（山梨県立中央病院）

P-007	 二次性副甲状腺機能亢進症の血液透析患者に対するシナカルセトから
	 エテルカルセチドへの切り替えについて…………………………………  S131

酒井　敏直（公益財団法人　ときわ会　常磐病院　薬剤部）

P-008	 透析患者におけるエテルカルセチドの使用状況調査……………………  S131
猪股　浩介（兵庫県立淡路医療センター　薬剤部）

P-009	 シナカルセトからエテルカルセチドへの切り替え経験…………………  S132
伊藤　真史（刈谷豊田総合病院東分院　薬剤科）

P-010	 パーサビブ ®を導入し、一時休薬するもパラトルモンインタクトの
	 悪化を認めなかった1例……………………………………………………  S132

望月　丈裕（神奈川県厚生連　伊勢原協同病院　薬局）

P-011	 当院におけるスクロオキシ水酸化鉄チュアブル錠の使用状況…………  S132
岸本　侑子（十三医誠会クリニック　薬剤科）
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P-012	 エテルカルセチド開始用量における低Ca血症への影響について……… S132
加藤　絹子（JCHO仙台病院　薬剤部）

P-013	 当院におけるエテルカルセチドの使用経験………………………………  S133
岩木　真生（埼玉医科大学病院　薬剤部）

P-014	 血液透析導入後の尿酸値管理と使用薬剤調査……………………………  S133
家崎光太郎（春日井市民病院　薬剤部）

P-015	 腎性低尿酸血症診療ガイドラインに基づいて確定診断と薬物療法が
	 行われた一症例………………………………………………………………  S133

村谷菜々子（大分赤十字病院　薬剤部）

P-016	 腎機能低下時におけるアロプリノールの用量及び
	 血清尿酸値の調査……………………………………………………………  S133

久松　大介（岐阜赤十字病院　薬剤部）

P-017	 下肢整形外科手術後におけるエドキサバン適正使用調査と今後の課題　
～理想体重下での腎機能評価をふまえて～………………………………  S134
佐藤　一祥（村立東海病院　薬剤師室）

P-018	 腎機能低下患者へのSGLT2阻害薬の使用状況調査……………………  S134
西増　春佳（市立長浜病院　薬剤局　薬剤科）

P-019	 当院におけるデュロキセチンカプセルの適正使用対策と
	 その効果………………………………………………………………………  S134

中野　弘基（水戸済生会総合病院　薬剤部）

P-020	 高度腎機能障害患者における遺伝子組み換えトロンボモデュリンαの
	 使用実態調査…………………………………………………………………  S134

柏倉　正太（東北医科薬科大学病院　薬剤部）

P-021	 腎機能に応じたラコサミドの投与量調整の必要性、
	 院内基準の妥当性についての検討…………………………………………  S135

稲垣　和幸（医療法人社団緑成会　横浜総合病院　薬剤科）

P-022	 非結核性マイコバクテリアによる腹膜透析関連腹膜炎に対し
	 多剤併用療法により治癒し得た1例報告…………………………………  S135

横井　里奈（JA愛知厚生連　江南厚生病院）

P-023	 腹膜透析腹膜炎発症後の抗菌薬投与に対する評価………………………  S135
玉岡　翔弥（あかね会　土谷総合病院　薬剤部）

P-024	 腹膜透析下でのバンコマイシン投与状況に関する実態調査……………  S135
中川　裕介（新潟大学医歯学総合病院　薬剤部）

P-025	 当院におけるバンコマイシン投与の薬剤師介入の実態調査……………  S136
福山　博務（公益財団法人　東京都保健医療公社　大久保病院　薬剤科）
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P-026	 当院におけるバンコマイン注のTDM実施に関する実態調査…………  S136
遠藤　大介（富士市立中央病院　薬剤科）

P-027	 春日井市民病院における腎機能低下患者に対する
	 アルベカシンの使用実態調査………………………………………………  S136

土屋絵梨果（春日井市民病院　薬剤部）

P-028	 バンコマイシン有効血中濃度未到達患者における
	 腎機能評価を振り返る………………………………………………………  S136

井上　雅義（山口赤十字病院　薬剤部）

P-029	 バンコマイシン血中濃度の予測値と実測値の乖離因子…………………  S137
三上　早紀（医療法人社団明芳会　イムス三芳総合病院　薬剤部）

P-030	 重篤な感染状態がバンコマイシンクリアランスに与える
	 要因の検討……………………………………………………………………  S137

近藤　宏樹（三豊総合病院　薬剤部）

P-031	 当院でのメロペネムの適正使用量調査 
	 ～ピットフォールは過少投与例～…………………………………………  S137

渡邉　正教（秀和総合病院　薬剤部）

P-032	 集中治療域におけるジゴキシン導入と投与設計への介入………………  S137
木奈崎昭男（社会医療法人敬愛会　中頭病院　薬剤部）

P-033	 薬局における高齢者の腎機能の現状と早見表を用いた
	 体表面積未補正 eGFR算出の妥当性について…………………………… S138

鈴木美奈子（台場薬局）

P-034	 胃癌術後補助化学療法S-1単独療法初期投与設定における
	 腎機能評価の検討……………………………………………………………  S138

本間　　暢（医療法人宝生会　PL病院　薬剤部）

P-035	 おんが病院における腎排泄型薬剤ロキソプロフェンの
	 処方状況の調査………………………………………………………………  S138

竹内　綾子（一般社団法人遠賀中間医師会　遠賀中間医師会おんが病院）

P-036	 血清マグネシウム濃度測定への介入と
	 適切な投与量設定指標の検索………………………………………………  S138

近藤　真由（独立行政法人労働者健康安全機構　九州労災病院薬剤部）

P-037	 クエン酸マグネシウム服用患者における血清マグネシウム値の
	 腎機能別比較…………………………………………………………………  S139

栗島　直希（横浜市立大学附属市民総合医療センター　薬剤部）

P-038	 岐阜県総合医療センターにおける酸化マグネシウム製剤による
	 高マグネシウム血症発現に関する実態調査………………………………  S139

渡部　実咲（岐阜県総合医療センター）
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P-039	 酸化マグネシウム製剤を内服している腎機能低下患者の
	 血清マグネシウム値測定状況………………………………………………  S139

木村　真理（春日井市民病院薬剤部）

P-040	 当院における血中Mg値測定患者の高Mg血症に影響する
	 因子の探求……………………………………………………………………  S139

栗栖　香寿（和歌山生協病院）

P-041	 DOAC適正使用の取り組み………………………………………………… S140
二又　俊一（藤元中央病院　薬剤部）

P-042	 腎機能悪化によりテオフィリン中毒が発現した可能性のある一例……  S140
杉山健二郎（独立行政法人 国立病院機構 浜田医療センター）

P-043	 ヨード造影剤投与患者における急性腎障害発症リスクに
	 関する調査……………………………………………………………………  S140

一野　勇太（済生会小樽病院）

P-044	 保険薬局における腎機能低下者へのかかりつけ活動……………………  S140
吉岡　優子（㈲静岡健康企画　たまち薬局）

P-045	 保険薬局における腎機能低下患者に対する医薬品適正使用への
	 介入事例………………………………………………………………………  S141

文榮　龍馬（みやこ薬局株式会社　北山店）

P-046	 腎機能低下患者における活性型ビタミンD剤投与による
	 血清カルシウム値の変化……………………………………………………  S141

谷村　朋子（医療法人社団石鎚会 田辺記念病院 臨床薬剤部）

P-047	 トロンボモデュリンアルファ使用後、プロトロンビン時間の
	 延長を認めた腎機能障害患者の一例………………………………………  S141

大熊　範和（独立行政法人　地域医療機能推進機構　群馬中央病院　薬剤科）

P-048	 当院におけるペンブロリズマブの有害事象発現状況と
	 血液透析患者への使用例……………………………………………………  S141

安部　智英（大分赤十字病院　薬剤部）

P-049	 デュロキセチンカプセルの腎機能に基づく適正使用調査………………  S142
府川　祥子（中部徳洲会病院）

P-050	 バンコマイシン注とタゾバクタム /ピペラシリン注併用中に
	 急性腎障害を生じた2症例…………………………………………………  S142

井出　直仁（掛川市・袋井市病院企業団立　中東遠総合医療センター　薬剤部）

P-051	 腎機能障害患者でのニューモシスチス肺炎予防における
	 ST合剤投与時の有害事象の検討…………………………………………… S142

藤吉　里紗（岐阜県総合医療センター　薬剤センター）
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P-052	 ミカンファンギンによる薬剤性腎障害が疑われ、
	 腎障害が遷延した一例………………………………………………………  S142

橋本　拓郎（長浜赤十字病院　薬剤部）

P-053	 外来血液透析患者におけるエテルカルセチド塩酸塩の
	 有効性および安全性に関する検討…………………………………………  S143

高山慎太郎（社会医療法人　北海道恵愛会　札幌南一条病院　薬剤科）

P-054	 シナカルセト塩酸塩内服に伴う消化器症状と
	 エボカルセト適応症例に関する調査………………………………………  S143

清水　祥正（公立藤岡総合病院　薬剤部）

P-055	 リナグリプチン使用患者の腎機能調査……………………………………  S143
平松さやか（出水総合医療センター　薬剤科）

P-056	 自宅で動けなくなり救急車で来院した糖尿病高齢者の一例……………  S143
張　　同輝（ハートライフ病院　血液浄化部）

P-057	 薬剤師のフィジカルアセスメントを介した
	 高 NH3血症の発症因子についての検討…………………………………… S144

中松穂菜美（鹿児島厚生連病院　薬剤科）

P-058	 安全な薬物医療への貢献に向けたプレアボイドにおける
	 腎機能低下患者の実態調査…………………………………………………  S144

酒井　美香（諏訪赤十字病院　薬剤部）

P-059	 開局薬剤師にとってのCKD 2症例と
	 地域薬剤師会開局者アンケート……………………………………………  S144

中島　和夫（アサヒ薬局）

P-060	 静注抗VEGF抗体薬投与患者を対象とした尿蛋白の測定
	 及び発現状況の調査　第２報………………………………………………  S144

寺師　優以（横浜市立みなと赤十字病院　薬剤部）

P-061	 腎障害症例におけるリセドロン酸Naの補正カルシウム値への
	 影響について…………………………………………………………………… S145

庄子　菜緒（JCHO仙台病院　薬剤部）

P-062	 適切な多剤併用のためのチェックシートを用いた持参薬確認業務
	 ～循環器内科病棟担当薬剤師の取り組み～………………………………  S145

杉本　吉春（市立島田市民病院　薬剤部　薬局）

P-063	 CKD患者を守る保険薬局の基礎的取り組みと症例……………………… S145
冨田　　陽（そらちぶと調剤薬局）

P-064	 循環器専門病院における病棟薬剤業務日誌から見えた
	 腎臓病薬物療法………………………………………………………………  S145

平川　大輔（医療法人札幌ハートセンター　札幌心臓血管クリニック）
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P-065	 保険薬局における腎臓病療養指導士の療養指導アンケート調査………  S146
古賀　大章（アルナ薬局　鹿島店）

P-066	 腎機能低下患者への薬剤適正使用における薬剤師のかかわり…………  S146
出内　秀樹（札幌東徳洲会病院）

P-067	 一般用医薬品における炭酸水素ナトリウム含有量の調査………………  S146
横塚　久代（医療法人社団醫光会　おうら病院 薬剤部）

P-068	 腎機能に留意した服薬管理 
	 ～保険薬局における医薬品適正使用にむけた取り組み～………………  S146

當真　房子（すこやか薬局　具志川店）

P-069	 腎疾患外来通院患者の自宅残薬についての調査解析……………………  S147
三宅　瑞穂（仁真会　白鷺病院　医療技術部　薬剤科）

P-070	 定期来局患者における腎機能検査値の実態調査…………………………  S147
後藤　啓之（向日葵薬局）

P-071	 腎移植外来における薬剤師の介入…………………………………………  S147
上原あかね（豊見城中央病院　薬剤科）

P-072	 透析開始患者の処方実態と減薬に対する薬剤師関与の調査……………  S147
森田　航平（釧路赤十字病院　薬剤部）

P-073	 血液透析導入期における薬物療法の変化と薬剤師が関わる意義………  S148
宗山真梨奈（武蔵野赤十字病院　薬剤部）

P-074	 透析患者へのアンケート結果を活かした服薬支援と
	 旭川市の特性を考慮したCKD患者支援…………………………………… S148

廣川　　静（ミント調剤薬局）

P-075	 薬剤部内の腎臓病領域に対する意識調査 
	 ～新たな取組による薬剤部内の知識のベースアップへ～………………  S148

青山　祐也（東戸塚記念病院　薬剤部）

P-076	 ナルフラフィンカプセルからOD錠への切り替えが
	 患者の服薬アドヒアランスに与える影響…………………………………  S148

吉澤　　拓（あかね会大町土谷クリニック　薬剤部）

P-077	 腎臓内科薬剤師外来における活動報告……………………………………  S149
栗原佳奈子（横浜市立みなと赤十字病院　薬剤部）

P-078	 院外処方せん検査値印字開始後の保険薬局アンケートから
	 見えてきた現状と今後の展望について……………………………………  S149

平山　真秀（国立病院機構　姫路医療センター　薬剤部）

P-079	 院外処方箋への臨床検査値等の掲載後における
	 疑義照会内容の変化…………………………………………………………  S149

小島　雅和（手稲渓仁会病院　薬剤部）
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P-080	 院外処方箋に印字した臨床検査値に関する疑義照会内容の分析………  S149
富田　敏章（平成紫川会　小倉記念病院　薬剤部）

P-081	 薬局から発信するCKDシールを用いた腎機能情報共有化の有用性…… S150
長谷川浩三（有限会社ティーアール　のぞみ薬局）

P-082	 保険薬局におけるCKD患者の実態調査と処方解析、
	 お薬手帳の活用………………………………………………………………  S150

竹端　尚美（㈲静岡健康企画　ことぶき薬局）

P-083	 保険薬局における腎機能調査と医療機関との連携について……………  S150
中村ほなみ（㈲静岡健康企画　ひまわり薬局）

P-084	 透析患者に本当に必要なかかりつけ薬剤師を、
	 症例データから検討する……………………………………………………  S150

秋本　直子（秋本薬局　細江店）

P-085	 糖尿病透析予防外来の取り組みと課題……………………………………  S151
木村　正彦（自治医科大学附属さいたま医療センター　薬剤部）

P-086	 薬剤師によるリン吸着薬の特性を考慮して
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